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出題分析 

試験時間 80分 配点 100点 大問数 4題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

例年通り大問 4つで構成され，設問数も昨年と変わらなかった。出題形式にも変化はなく，

空欄補充の語句記述問題のみであった。昨年と同じく中国史に関する大問が 2つあり，今年

はそれらの大問で極端に書きづらい漢字用語は少なかったが，解答の難易度が高い設問が複

数みられた。昨年はほとんど扱われなかった戦後史に関する出題が増加し，今年は文化史に

関する出題もやや増加した。昨年より中国史の大問が解きにくかったことも考慮すると，全

体的な難易度は昨年よりやや難化したといえる。 

 

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

Ⅰ 中国史 

（唐末五代まで） 

Ｂ：クシャーナ朝時代には，インダス川上流域の

ガンダーラやガンジス川上流域のマトゥラーで

仏像の制作が始まった。ガンダーラの仏像と異な

り，マトゥラーの仏像はヘレニズム文化の影響を

受けていない点が特徴的である。Ｈ：道家の祖と

される老子の姓が「李」と伝えられるため，李淵

に始まる唐王朝は道教を篤く保護した。Ｊ：空欄

の中には名が入るため，「朱全忠」と姓名で解答

しないように注意したい。 

標準 

Ⅱ 中国史 

（宋～明） 

Ｂ：難問。リード文の文脈上，解答としては「曲

阜」が適切だと思われるが，これを書けた受験生

は非常に少ないはずだ。受験生としては「魯」と

書ければ十分だと思うが，採点で許容されるかど

うかは怪しい。Ｃ：難問。書院と呼ばれる私設の

儒教教育施設は宋代以降に増加した。明の万暦帝

時代に顧憲成らによって再建された東林書院な

どが知られる。Ｉ：盲点だった受験生がいたかも

しれない。雑劇は北宋で成立して華北で流行し，

元代に元曲として完成された。 

やや難 
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Ⅲ 古代ギリシア史 

ヘレニズム時代 

Ｇ：前 331年のアルベラの戦いと混同しないよう

に注意したい。Ｉ：三大悲劇詩人の代表作を具体

的に覚えていなければ苦戦しただろう。アイスキ

ュロスは『アガメムノン』，エウリピデスは『メ

デイア』などが有名。Ｋ：リード文より，パルテ

ノン神殿におかれていた女神像とわかるため，ア

テネの守護神アテナの像だと判断できる。 

標準 

Ⅳ 社会主義の歴史 Ｄ：最初の空欄Ｄだけでは悩んだかもしれない

が，3 段落目後半に「Ｄのライバルで世界革命論

を主張していたＦ」とあることから，Ｄがスター

リン，Ｆがトロツキーだと判断できる。Ｉ：ネル

ーと周恩来の会談で確認された平和五原則と混

同しないように注意したい。Ｋ：空欄の後ろに「機

構」とあるため，解答表記に注意したい。「METO」

は不可である。 

標準 

合格のための学習法 

立命館大学の入試世界史の大きな特徴は，基本的に全問記述式であること，また，中国史に

関する大問が頻出であり難易度も高いという 2点である。また，難しい漢字用語の記述問題

も頻繁に出題される。それゆえ，中国史などの漢字用語を何度も書いて練習することは，立

命館大学の入試世界史対策では必須といえる。立命館大学に限らず，記述式の問題が出題さ

れる大学入試では，解答の際に正確な表記を心がけ，判別しやすい字ではっきりと書くよう

に努めたい。戦後史の基礎知識の定着はもちろんだが，文化史関連の設問が大半を占める大

問が複数出題されることもあるため，過去問や資料集などを積極的に活用して対策を行いた

い。 


